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3 水 稲栽増におけるアブラナ科緑肥の施用効果

ねらいと成果

現在、土づ くりの方法のひとつとして緑肥の活

用が推進されている。アブラナ科の 「シロガラシ」

は、春季の開花期に景観形成効果を併せ持つ緑肥

作物 として注目されている。そこで、秋冬期にシ

ロガラシを栽培 し、水稲作付け前に細断 `す きこ

み施用 したときの肥料代替効果を検討 した。その

結果、シロガラシは、生育初期から無機態窒素養

分が多いほ場で旺盛な生育を示 した。その後の緑

肥としての肥効は水稲生育期間中を通 して持続 し、

水稲が吸収 した窒素成分の約10～15%を 占めた。

内 容

有機物施用や前作の違いがすき込み直前のシロ

ガラシの窒素保有量に及ほす影響を調査 したとこ

ろ、ホウレンソウ後など前作由来の無機態雪:素養

分が多いほ場ほどシロガラシの生育が良好であっ

た。したがって、シロガラシは堆肥の追年施用な

どによって無機態窒素の発現が多 く期待できるほ

場や、前作肥料の残効が多いほ場で栽培すると旺

盛な生育量が得 られることが分かった (図1)。

緑肥としてのシロガラシ施用量 (すき込み、量)

が多いほど水稲の茎数増加力NtrP制されたが (図2)、

補償作用で一穂粒数が増加 した。結果として、無

肥料栽培でも、被覆肥料を窒素成分で 4 kg/10a

施用 した対照区と同等の収量 (575kg/10a)が 確

保でき、玄米タンパク質含量もほぼ同等の値を示

した (表1)。 また、シロガラシ出来窒素の30～

40%が 水稲の生育期間中を通して緩効的に吸収さ

れ、稲体の窒素総吸収量のうち約10～15%を 占め

ることが明らかになった (データ省略)。
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図2シ ロガラシ施用量とき数(穂数)の推移

普及上の留意点

シロガラシを栽培して十分な景観形成を得るに

は300kg/10a程度の乾物量が必要であるので、水

稲に対する肥料代替効果を発揮させるためにも以

下のような点に留意する。

① シ ロガラシは、無機態窒素の多い畑地上壌で

生育が良好であるので、堆肥運用及び野菜栽培

後のほ場に、排水対策を徹底して乾土効果を高

めることによって無機態窒素の発現を促す。

② 稲 作後ではシロガラシの初期生育に必要な無

機感窒素が不足しているので、無機態の窒素肥

料を地力に応じて施用してからは種する。

① す き込みの作業性などを考慮すると、 2月 中

旬～ 3月初旬に2 kg/10aは種するのがよいと

考えられるが、景観形成上、早くから生育量を

確保したいときには10月上旬ごろからは種する。

は種後に軽く鎮圧すると出芽が良好になる。す

き込み作業前には、シロガラシの分解を促進す

るためにフレールモア (ハンマーナイフモア)

などで細断処理する。
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図 1有 機物施用や前作の遺しWこよるすき込み直前シロガラシの空素保有量

表1 シロガラン施用量の違いと

収最、収量構成要素、窒素関連形質の関係
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